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新島 ・式根島 ・神津島の爬 虫相

大 野 正 男

東洋大学生物学研究室

受付:昭 和43年2月6日

Abstract: The Repiles from the Islands fo Niijima, Shikinejima and Kozushima belonging to the 

Izu Islands, Japan. Masao Ohno (Biology Laboratory, Toyo University, Bunkyo-ku, Tokyo). 

     In 1967, the author conducted a herpetolog cal survey of the islands of Niijima, Shikinejima, and 

Kozushima, which belong to the Izu island chain of Japan. 

     The harpetological fauna of thes islands is very poor, and no amphibians occur, but the author 

confirmed the occurrence of 4 species of reptiles belonging to 3 families, as listed below. 

                                    Colubridae 

 1. Elaphe quadrivirgata (Boie, 1826) (Niijima, Kozushima). 

 2. Elaphe climacophora (Boie, 1826) (Niijima, Kozushima). 

                                       Scincdae 

 3. Eumeces okadae Stejneger, 1907 (Niijima, Shikinejima, Kozushima). 

                                        Lacertidae 

 4. Takydromus tachydromoides (Schlegel, 1838) (Kozushima).

伊豆諸 島には,オ カダ トカゲの如 き固有種 の分布 も

知 られ てはい るが,全 般的 にみ ると,そ の爬 虫両棲類

相は極めて貧弱 であ り両棲類 にあ っては特にその感 が

強い(八 丈 島にみ られ るウシガエル,ニ ホ ンアカガエ

ルの如 き移入種が知 られるだけで,在 来の ものは全 く

産 しない)。 しか し,フ ァウナは貧弱であ るといわれ

てい るだけで,一 部の島を除いては,そ の実 態はあま

り適確に把握 されていない。幸 い筆者は,昆 虫調査 の

目的でこれ らの島 々(大 島,新 島,式 根島,三 宅 島,

八丈島)に 渡 り,昆 虫調査 と併せ て,両 棲類,爬 虫類

等の分布状態 も調査す る機 会を得 たので,こ こには,

1967年6月 に試み た,新 島,式 根 島,神 津島の調査結

果 をと りまとめ て報告 してお くことに したい。

本 稿を草す るに当 り,種 々有益 なご助言をいただい

た,東 海大学教授岡 田弥一 郎博士 に対 し深謝す る。

1 調 査 概 要

新島,式 根 島,神 津島は,大 島か ら八丈島 を経て鳥

島にのび る富士火 山脈の主脈に入 らず,大 島よ り南西

の方向 にそれて,別 個の島弧を形成す る島嶼群で,地

質学的 にも,そ の大部分が,流 紋岩質 の熔岩ない し火

山抛 出物に よ り構成 され,玄 武岩安 山岩質の熔岩か ら

なる主脈上の島嶼 群 とは,著 しくその趣 を異 にす る。

新 島:新 島は,大 島の南南西約45km,ま た,伊 豆半

1図 新島 ・式根 島 ・神津島の位置概念図

島 下 田 の南 東 約40kmの 太 平 洋 中に 位 置 し,島 の 中央 部

で34°23'N,139°16'Eを 示 し,長 径約11.5km,短 径 約

2kmの 南 北 に細 長 い 形 を した,面 積2,546ヘ ク ター ル
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ばか りの小島嶼 であ る。附近 には西方1kmに 位置す る

地内 島と,南 端 よ り500mへ だてて位置す る早 島との

2無 人島がある。

島には新 島山(234m),宮 塚 山(428m),大 三 山

(130m),向 山(300m)の4つ の 山塊が南北 に連 なる

が,そ の中,宮 塚山 と大 三山,あ るいは向山 との間に

は,か な り広大な低地帯 が展開す る。

中央の低地帯は耕地 が拓かれ,自 然状態 の保存はあ

ま りよ くな く,ま た,向 山方面 も,山 の形成が比較的

新 しいためか,樹 木の生長がやや劣 り,森 林の発達は

あま り良好でない。 しかし,宮 塚 山一帯 は,樹 木の生

育よ く,か つ植物 の種類 も多 く,陸 棲動物の棲 息地 と

しては,か な りよい環境 を形づ くっている。

筆者 は1967年6月1日 よ り3日 の午前中にかけて,

島の北部 を除 く各地 を踏査す るこ とができた。島には

陸水が乏 しく,宮 塚山周辺に僅 かな湧水を見 るだけで,

両棲類は全 くみ られなか った。 しか し,オ カダ トカゲ

は各地,特 に本村周辺に多 く,ま たシマヘ ビ(宮 塚山

お よび向山で各2頭 目撃),ア オ ダイシ ョウ(向 山方

面で3頭)も よ くみ られた。

式根島:式 根島は,新 島の南西3kmの ところにあ り,

面積448ヘ クタール,最 高地点で も僅 か105mに す ぎな

い平坦 な小島嶼である。 島の中央部 は開拓 されて耕地

となってい るところが多いが,西 南部 には 自然林 が多

く,ま た,耕 地 のある地域でも,ゆ るやかに続 く丘陵

部 には,残 され た自然林が随所 に認め られ る。

筆者は1967年6月3日 の午後か ら5日 の朝 にか けて,

島内の,略 全域 を調査す ることがで きた。新 島には,

僅かではあるが陸水があったが,式 根 島には全 くな く,

したがってまた,両 棲類 は全 く棲息 しない。爬虫類で

は,オ カダ トカゲがかな り多 く,ま た,ア オ ダイシ ョ

ウも認 められた。なお,島 の中央部 で,石 垣中に入 り

込むシマ ヘビと思われ るヘ ビの尾部 をみたが,は っき

り確かめることができなか った。

神津島:神 津島は,式 根島の更に南西 にあ り,新 島

か らお よそ24kmは なれ,伊 豆諸 島の住民島中,最 西端

に位置す る島で,そ の中心部 で139°9'E,34°13'Nを

示す。西南5kmに 恩馳岩礁,東 方2kmに は無人 島祇苗

島を伴な う。島は,北 北東 か ら南南西にかけてのびる

逆 ひょ うたん形 を呈 し,長 径6km,東 西3km,面 積約

1,835ヘ クタール で,海 抜574.2mの 天上 山と,そ れ を

囲む300m内 外の峯 々,そ れ に北端の神戸 山(268m),

南部の高処 山(304m),秩 父 山(282.9m)な ど多数

の 山々を配 し,全 島ほ とんどが山地 によって形づ くら

れ ている。

筆者は1967年6月5日 か ら7日 の午前 にかけて,東

部の観音堂方面を除 き,略 全域を踏査す ることがで き

た。島には,天 上 山山頂の不動池(雨 が降 らない と水

がな くな る)を は じめ,山 腹や周縁部 には僅かなが ら

流水 もあ り,新 島,式 根島,神 津島の3島 の中では,

最 も陸水 に恵 まれ た島 といえるが,そ の水量は少 な く,

両棲類 は全 く認め られない。 しかし,樹 木の生 育は3

島の中で最 もよ く,陸 棲 動物 の棲息環境 としては,か

な りよい条件 を具 えている。爬虫類では,新 島,式 根

島にみ られ たオカダ トカゲが多 く,ま たシマヘビも少

な くな く,秩 父山方 面,高 処 山々麓,天 上 山々麓な ど,

で合計5頭 を観察 した。 アオ ダイシ ョウは,天 上山 々

麓の那智山 と高処 山西麓 で,成 蛇各1頭 をみ,更 に,

天上 山北麓の ツヅキ堂 に向 う道路上 で幼蛇1頭 を捕獲

した(第3図)。 この他,カ ナヘ ビの棲息 もみ られ,

秩父山方面で3頭,ツ ヅキ堂方面で1頭 を認 めること

が出来た(第2図)。

II 新 島 ・式 根 島 ・神 津 島 産 爬 虫 類 目録

今回の調査 で分布の確認を した種類

Colubridaeヘ ビ科

1.Elaphe quadrivirgata.(Boie,1826)シ マヘビ

分布:新 島,神 津島。

2.Elaphe climacophora(Boie,1826)ア オ ダイ

シ ョウ 分布:新 島,式 根島,神 津島。

Scincidaeト カゲ科

3.Eumeces okadae Stejneger,1907オ カダ トカ

ゲ 分布:新 島,式 根島,神 津 島。

Lacertidaeカ ナヘ ビ科

4.Takydromus tachydromoides(Schlegel,1838)

カナ ヘビ 分 布:神 津 島

III 考 察並 び に ま とめ

1) 今回の調査 で確認 できた爬虫類 は,ア オ ダイシ

ョウ,シ マヘ ビ,オ カダ トカゲ,カ ナヘビの4種 で,

これ を島別 にみ ると,新 島3種,式 根 島2種,神 津島

4種 とな る。

2) 種 類は少ないが,個 体数 は決 して少な くな く,

オカダ トカゲ,ア オ ダイシ ョウ,シ マヘ ビな ど,い ず

れもかな り豊富に棲息 しているよ うに思われ た。

3) アオ ダイシ ョウとオカダ トカゲは各島に共通 で,

また,シ マヘ ビも,式 根 島でそれ らしいヘ ビをみてい

るので,前 種同様,共 通的 に分布 している可能性が大

きい。 しか し,カ ナヘビは,神 津 には決 して少 な く

ないのに,他 の島では全 くみ るこ とができなか った。
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図2 神津島産のカナヘビ

図3 神津島産 のアオ ダイシ ョウ(幼 蛇)

本種が神津島だけに分布 し,他 の島に産 しないとすれ

ば興味深いこ とである。

4) 八丈島にまで分布す るマムシは,い ずれの島で

も全 くみ られ なかった。神津島では6月5日 が雨で,

翌6日 が晴れ上 り,マ ムシの昼 間出現 には特に よい条

件がそろっていたにもかかわ らず,遂 に1題 もみるこ

とがで きなかった。島民に聞いても,み たこ とながい

とのこ となので,こ れ らの島には分布 しないと考 えて

よいであろ う。

5) 神津 島の東方2kmの 海上 にあ る祇苗島は,別 名

ヘ ビ島の名 で呼ばれ,ヘ ビの多産地 であ るといわれて

い る。今回 は渡島で きなかったの でヘ ビの種類は確か

め られ なかったが,附 近の島のヘ ビ相か ら考 えると,

シマヘ ビか アオダイシ ョウで あ る可能性 が強 い。*島

民 の話 では,海 鳥類 の卵や ヒナが主食 であ るとい うこ

とであ るが,海 鳥 の繁殖期以外には何を餌 にしている

のであ ろうか。生態学的に研究 してみ たら興味あ る成

果が得 られ るかもしれない。
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*観 光案 内書 では シマヘビとアオ ダ イシヨウの両種が分布す ること

に なってい る。


